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ActiveRecordを利用したデータベースの作成

RailsでRDBとインターフェイスするには、ActiveRecordモジュールを利用します。ここでは、
setup_db.rakeというタスクファイルに、ActiveRecordモジュールのメソッドを記述してRDBを
制御する例を紹介します。
この例では、ActiveRecordモジュールのBaseクラスとSchemaクラスを利用します。

・ActiveRecord::Baseクラス
ActiveRecordオブジェクトの基本的な機能を提供するクラスです。データベースの作成前には
RDBMSに接続する必要があるため、ActiveRecord : :Baseクラスのメソッドを呼び出します。

・ActiveRecord::Schemaクラス
データベースのスキーマ（データベース、テーブル、インデックスなどの定義情報）を処理す
るクラスです。ActiveRecord : : Schemaクラスのメソッドを利用すると、直接SQLを記述せずに、
RubyのプログラムとしてRDBMSを操作できます。

作業手順は次のとおりです。

各段階で作成するファイル名とタスク名は次のとおりです。

フリーソフトウェアとは、
自由なソフトウェア――
制限なしでソースコード
の参照、改変、配布の自
由を保証するライセンス
によって配布されるソフ
トウェアのことです。

ヒ ン ト

・モジュール（module）について
Rubyはプログラムをまとめるためのオブジェクトとして、既に紹介したクラスのほかにモジ

ュールというオブジェクトも用意しています。モジュールは一見するとクラス同様にdefで定
義したメソッドの集合です。しかしクラスと異なり、newメソッドでオブジェクトを作ること
はできません。その代わりに、クラスに組み込むことで、そのクラスのオブジェクトにモジュ
ールで定義されたメソッドを追加することができます。この、既存のクラスにモジュールを組
み込むことをミキシン（mix-in）と呼びます。
また、モジュールの中には、メソッドだけでなく別のモジュールやクラスを定義することも

可能です。これを利用して、外側のモジュールをネームスペース（Rubyが変数名やメソッド名
などを検索する対象範囲）のように扱うこともあります。
モジュールはそれ自体がオブジェクトなので、メソッドを指定するときは、モジュール名に

続けて「.」でメソッド名などを指定します（「モジュール名.メソッド名」という書き方）。別の
記述方法として、ほかのプログラミング言語のようにモジュール名に続けて「: :」でメソッド名
を指定することもできます（「モジュール名: :メソッド名」という書き方）。また、モジュール内
のクラスを指定する場合は、「: :」を利用します。クラスを指定する場合には「.」は利用できま
せん。

ワ ン ポ イ ント・アド バ イ ス

①タスクファイルをlib¥tasksフォルダに新規作成する
②RDBMS（ここではMySQL）に接続するタスクを記述する
③上記のタスクに依存するデータベースの作成タスクを記述する
④作成タスクとペアになるデータベースの削除タスクを記述する
⑤作成タスクを実行して、データベースを作成する

①作成するファイル名 ：lib¥tasks¥setup_db.rake
②RDBMS接続タスク名 ：connect_db
③データベース作成タスク名：setup_db
④データベース削除タスク名：destroy_db
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タスクファイルの作成
タスクファイルは、プロジェクトフォルダのlib¥tasksフォルダに作成します。

ファイル名は、主となるタスク名に揃えてsetup_db.rakeという名前にします。
RadRailsを利用している場合は、Ruby Explorer（左ペイン）からlibフォルダ左の［G］
をクリックして展開し、tasksフォルダを右クリックして、［New］→［File］を選択して
ください。［New File」ダイアログがオープンするので、［File name］テキストボックス
にsetup_db.rakeと入力して、［Finish」ボタンをクリックします。

最初に、すべてのタスクに共通する前処理として、作成するデータベース名を決定しま
す。

1行目では、env変数に実行モード名を設定します。設定する内容は、「環境変数
RAILS_ENVの内容、ただし環境変数RAILS_ENVが未設定ならば文字列development」で
す。
2行目で、文字列memopad_とenv変数に設定した値を合成して、database変数に設定し
ます。たとえばenv変数がdevelopmentなら、memopad_developmentとなります。
Railsの既定では、Webアプリケーションが利用するデータベース名は、プロジェクト名
と実行モード名を「_」で結合して求めます。したがって、ここではプロジェクト名の
memopadとRailsの実行モード名からデータベース名を得ていることになります。
なお、1行目で参照しているENV定数は、Rubyが用意する環境変数名をキーとしたハッ
シュです。
以降のタスクでは、ここで作成したdatabase変数を参照して、作成（削除）するデータ
ベース名を得ます。

1

ここを選択する1

ファイル名「setup_db.rake」
を入力する2

ここをクリック3

env = ENV['RAILS_ENV'] || 'development'
database = "memopad_#{env}"

Rubyでは、""で囲んだ文字列の中に「# {式}」の形式で、式の値を埋め込めます。
ここでは、元の文字列の最後にenv変数の参照先の文字列を埋め込んでいますが、この書式

を使わずに、次のように+演算子を利用して記述することもできます（envは変数なので""で囲
まない点に注意してください）。

しかし、Rubyのプログラミングスタイルでは# {式} を利用した文字列の埋め込みが好まれま
す。特に理由がなければ、埋め込み方式を利用するほうがよいでしょう。
なお、+演算子を利用したほうがよいのは、文字列が長くなり、複数行に分けたほうがプログ

ラムが読みやすくなるときです。

ワ ン ポ イ ント・アド バ イ ス

database = "memopad_" + env

実行モード：第2日1時
限目P.63参照。

ヒ ン ト
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RDBMS接続タスクの作成
Ra i l s でAct iveRecordモジュールのメソッドを利用すると、既定で

config¥database.ymlの設定を利用してRDBMSと接続します。このため通常は、Webアプ
リケーションやほとんどすべてのタスクは、RDBMSへの接続手順について考慮する必要
はありません。
しかし、いま作成中の例題の段階では接続先データベースがまだ存在しないため、

RDBMSへの接続は明示的にプログラムで行う必要があります（接続先が複数ある場合も
同様です）。
このとき利用するのが、ActiveRecord::Baseクラスのestablish_connectionメソッドです。
このメソッドはハッシュを引数に取ります。ハッシュの各キーはdatabase.ymlの設定項目
と同じです（次ページのワンポイントアドバイス参照）。
以下のリストは、ActiveRecord : :Baseクラスのestablish_connectionメソッドを利用して、
MySQLのスキーマ定義用データベース（mysql）に接続するタスクです。これを
setup_db.rakeに追加してください。

2

task :connect_db => [:environment] do
ActiveRecord::Base.establish_connection(
:adapter => 'mysql',
:host => 'localhost',
:username => 'root',
:database => 'mysql'
)

end

1行目で依存先に指定しているenvironmentタスクは、Railsの組み込みタスクで、ライブ
ラリの読み込みなどWebアプリケーションと同等の実行環境を用意するタスクです。ここ
では依存先のタスクは1つですが、この例のように配列として記述しても問題ありません。
【重要】Rails環境で処理を実行するタスクは、environmentタスクに依存します。
なお、主な定義済みタスクの一覧を、「Railsの主な定義済みタスク.pdf」にまとめてあり
ます。

passwordは Instant
Railsの既定の設定をそ
のまま利用しているため
指定しません。パスワー
ドを設定した場合には、
「:password => '設定値
'」を引数のハッシュに含
めてください。

ヒ ン ト

データベース作成タスクの作成
データベースの作成や削除などのスキーマ処理には、ActiveRecord : : Schemaク

ラスのdefineメソッドを利用します。次の内容をsetup_db.rakeに追加してください。

1行目では、最初に作成したconnect_dbタスクへの依存関係を設定しています。
environmentタスクは、connect_dbタスクの実行前に依存関係チェックによって実行され
るため、ここで指定する必要はありません。
データベースを作成するには、create_databaseメソッドを呼び出します（3行目）。

create_databaseメソッドはデータベース名を引数に取ります。ここで引数として与えてい
るdatabase変数の参照先は、タスクファイルの先頭で用意した、プロジェクト名と実行モ
ードを組み合わせた文字列です。

3

task :setup_db => [:connect_db] do
ActiveRecord::Schema.define do
create_database database

end
end
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ActiveRecord::Schemaクラスのdefineメソッドのブロックの内部に記述するメソッドは、
実際には各RDBMS固有のアダプタクラスで定義されているメソッドです。たとえばMySQL
の場合、C:¥InstantRails¥ruby¥lib¥ruby¥gems¥1.8¥gems¥activerecord-バージョン
番号¥lib¥active_record¥connection_adaptersフォルダのmysql_adapter.rbで定義され
たメソッドとなります。

ワ ン ポ イ ント・アド バ イ ス

データベース削除タスクの作成
データベースの削除タスクを用意しておくと、データベースの内容を誤って壊

したなどの理由で、最初からやり直したいときなどに便利です。
プログラム内容は、呼び出すメソッドがcreate_databaseからdrop_databaseに変わるだ
けで、あとは手順③のsetup_dbタスクと同様です。次の内容をconnect_db.rakeに追加し
てください。

データベースの削除には、drop_databaseメソッドに、データベース名を引数として与
えます。

4

task :destroy_db => [:connect_db] do
ActiveRecord::Schema.define do
drop_database database

end
end

例外処理と組み合わせることで、setup_dbタスクにデータベースの削除処理を組み込むこ
ともできます。

begin～resuce～endという構文は例外処理です。begin文からrescue文までの間で例外
がスローされた場合、rescueに書かれた処理が実行されます。
ここでは、最初に実行したdrop_databaseメソッドが失敗するとrescue処理は何も行わず

に、そのままcreate_databaseメソッドの呼び出しに進みます。これは、drop_databaseメ
ソッドが失敗する主な理由は、まだdatabase変数で指定したデータベースが作られていない
ときだからです。それ以外の理由、たとえばRDBMSが起動されていないときなどは、後続の
create_databaseメソッドも失敗します。いずれにしろ、データベースが意図を外れた状態に
なってしまうことはありません。

ワ ン ポ イ ント・アド バ イ ス

task :setup_db => [:connect_db] do
ActiveRecord::Schema.define do
begin
drop_database database

rescue
end
create_database database

end
end
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アダプタクラスの状態取得メソッドとスキーマ処理メソッド

以下にActiveRecord : :Migrationクラスで利用できるMysqlAdapterクラスの情報取得メ
ソッドとスキーマ処理用メソッドを示します。
なお、情報取得メソッドは、C:¥InstantRails¥ruby¥lib¥ruby¥gems¥1.8¥gems

¥activerecord-バージョン番号¥lib¥active_record¥connection_adapters¥abstr
act_adapter.rbに、スキーマ処理用メソッドは、C:¥InstantRails¥ruby¥lib¥ruby¥gems
¥1.8¥gems¥activerecord-バージョン番号¥lib¥active_record¥connection_adapters
¥abstract¥schema_statements.rbに、それぞれ定義されています。

情報取得メソッド1

adapter_name このアダプタクラスを示す文字列を返す
supports_migrations? マイグレーションをサポートしていればtrueを返す
native_database_type（共通） ActiveRecordモジュール共通で利用する型名と、

RDBMSの型とのマッピング情報をハッシュで返す。
キーはActiveRecordモジュールの型名のシンボル。
値は文字列の場合と、ハッシュの場合がある。ハッシ
ュの場合、:name キーに実際の型名、:limit キーに既
定のサイズが含まれる

メソッド 内容

MySQL用アダプタクラスのnative_database_typeメソッドの定義内容を以下に示します。

これにより、次の呼び出しによって作成されるvoidedカラムの型はtinyint (1) となります。

ワ ン ポ イ ント・アド バ イ ス

primary_key

string varchar 255
text text
integer int 11
float float
decimal decimal
datetime datetime
timestamp datetime
time time
date date
binary blob
boolean tinyint 1

ActiveRecordの型名 MySQL上の定義 既定のサイズ
int (11) DEFAULT NULL
auto_increment PRIMARY
KEY

t.column :voided, :boolean
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スキーマ処理メソッド2

recreate_database (name) nameで指定したデータベースを再作成する
create_database (name) nameで指定したデータベースを作成する
drop_database (name) nameで指定したデータベースを削除する
current_database 現在利用しているデータベース名を返す
tables テーブル名の配列を返す
indexes (table_name) table_nameで指定したテーブルのインデックス

名の配列を返す
columns (table_name) table_nameで指定したテーブルのカラム情報を

返す。カラム情報は後述するColumnクラスのオ
ブジェクト

create_table
(name  [, options] )  block

nameで指定したテーブルを作成し、作成したテ
ーブル情報（後述するTableDefinitionクラスオ
ブジェクト）を引数としてblockを呼び出す

rename_table (name, new_name) nameで指定したテーブルの名前をnew_nameに
変更する

change_column_default (table
_name, column_name, default) 

t a b l e _ n a m e で 指 定 し た テ ー ブ ル の
column_nameで指定したカラムのデフォルト値
をdefaultに変更する

change_column(table_name, 
column_name, type [, options] ) 

t a b l e _ n a m e で 指 定 し た テ ー ブ ル の
column_nameで指定したカラムの型をtypeに変
更する

rename_column (table_name,co
lumn_name, new_column_name) 

t a b l e _ n a m e で 指 定 し た テ ー ブ ル の
c o l u m n _ n a m e で指定したカラム名を
new_column_nameに変更する

Columnクラスの主なメソッド
Columnクラスは、テーブルのカラム情報を保持するオブジェクトです。

C:¥InstantRails¥ruby¥lib¥ruby¥gems¥1.8¥gems¥activerecord-バージョン番号
¥lib¥active_record¥connection_adapters¥abstract¥schema_definitions.rb で定義されてい
ます。

3

name カラム名
defualt デフォルト値
type ActiveRecord定義の型名（例： :integer）
limit 最大長
null NULL許容カラムならば真
sql_type RDBMS固有の型情報（例： int (6) ）
number? 数値型であれば真
human_name 人間向けのカラム名（例： sales_price というカラム名なら

Sales Price）

メソッド 内容

メソッド 内容
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TableDefinitionクラスの主なメソッド
TableDefinitionクラスは、テーブル情報を保持するオブジェクトです。

C:¥InstantRails¥ruby¥lib¥ruby¥gems¥1.8¥gems¥activerecord-バージョン番号
¥lib¥active_record¥connection_adapters¥abstract¥schema_definitions.rbで定義されてい
ます。

4

primary_key (name) nameで指定したカラムをプライマリーキーに設定する
[] (name) ハッシュのように、[] 内に指定したカラム名（文字列ま

たはシンボル）に対応するColumnDefinitionクラスの
オブジェクトを返す。ColumnDefinitionクラスのオブ
ジェクトは、Columnクラスのオブジェクトから操作用
メソッドを省いたオブジェクトとして扱える。呼び出し
可能なメソッドは、Columnクラスを参照

column カラムを定義する。nameにカラム名（文字列またはシ
ンボル）、typeにActiveRecord定義の型名を指定する。
optionはハッシュで、必要な場合に指定。主なオプショ
ンに、: l imit（サイズ）、:nu l l（NULL許容かどう
か）、:default（デフォルト値）がある

(name, type [, option] )

メソッド 内容


